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※1：温泉宿数は『別府八湯温泉本 2014～2015 年版』における「別府八湯温泉道八十八湯リスト」掲載数 
※2：泉質は『別府八湯温泉本 2014～2015 年版』に掲載されている「別府八湯泉質表」による 
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の特徴 
日本全国では観光立国、観光立県を目指し、国や自治体が観光関連の施策を推進しており、地域再生の手段の一つとして観光への注目度が高まりつつある。これに呼応するように、別府地区

でも郷土資源の一つである温泉を中心に観光客の誘致に力を注いでいる。とりわけ、様々な泉質を有する別府八
はっ

湯
とう

は、それぞれの性格を明確にして差別化を図りながら共生する道を模索してい

る。ここでは、別府八
はっ

湯
とう

の概略や主要交通路、ターミナルからの距離等を図案化し、別府八
はっ

湯
とう

の観光マップの一つとして観光客や観光産業への情報提供図を作成した。 

凡例名 データ名／資料名 データ／資料入手先

別府八湯 別府八湯位置 別府八湯温泉本2014～2015年版

別府八湯の温泉数および泉質 別府八湯 別府八湯温泉本2014～2015年版
大分交通株式会社HP
亀の井バス株式会社HP

行政界 国土数値情報　行政区域 国土交通省国土政策局国土情報課
河川 国土数値情報　河川 国土交通省国土政策局国土情報課
背景図 地理院地図 国土地理院

バス路線 バス路線およびバス停位置

八
はっ

湯
とう

の特徴を示す 
ボックスの内容 

温泉の名称 
【温泉地のタイプ】 

宿 数（軒） 
泉質マーク 
（凡例③を参照） 

八
は っ

湯
と う

の泉質と浴用の効能 
（http://www.akakura.gr.jp/iyashi/） 
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凡例③

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ
明礬 柴石 鉄輪 亀川 堀田 観海寺 別府 浜脇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

● ● ● ● ● 切り傷、火傷、慢性皮膚病、虚弱児童、慢性婦人病

● ● ●

● ● ● ●

● ● ●
慢性皮膚病、慢性婦人病、切り傷、糖尿病（硫化水素
型）、高血圧症、動脈硬化症、美肌効果

● ● ● 動脈硬化症、切り傷、火傷、慢性皮膚病、美肌効果

● ● 皮膚病

●

●

切り傷、火傷、慢性皮膚病、美肌効果

月経障害

泉質
温泉
名

○単純線（単純温泉）

●緑礬泉（含鉄泉、含銅-鉄泉、含アルミニウム泉）

●鉄泉（含鉄泉）

●酸性泉

●硫酸塩泉

●硫黄泉

●重炭酸土類泉（炭酸水素塩泉）

●重曹泉　（炭酸水素塩泉）

●食塩泉（塩化物泉）

一般適応症に加え、その他の効能
一般
適応症

神経痛
筋肉痛
関節痛
五十肩
運動麻痺
関節のこわばり
うちみ・くじき
慢性消化器病
痔疾
冷え性
病後回復期
健康増進

「この地図は、国土地理院の承認を得て、同院発行の 5万分の 1地形図、電子地形図 20 万及び 
電子地形図（タイル）を複製したものである。（承認番号 平 28 情複、第 2号）」 

yokosaka
タイプライターテキスト
注意！！　本資料の作成にあたっては、専門家の助言をうけておりますが、利活用にあたっては、専門家の監修を受けるようにして下さい。
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データ名／資料名 データ／資料入手先

別府市HP

別府八湯温泉道HP
別府市HP
BEPPERちゃんねるHP

写真

八湯の概要およびアクセス

【概要】 

別府温泉発祥の地で浜から温泉が湧き出る様子から「浜
は ま

わき」

の地名が生まれた。鎌倉初期には、朝見
あ さ み

八幡の創立、江戸時代

には港町・温泉町・門前町として陸海交通の要衝で急速に発展。

今でも昔風の旅館が並び、明治・大正時代の花街の名残もとどめ

ている。 

【アクセス】 
・大分自動車道別府 IC から浜脇方面へ車で約 15 分 
・JR 別府駅から浜脇方面へ車で約 10 分 
・別府国際観光港から浜脇方面へ車で約 10 分 
・JR 別府駅東口→「浜脇」（乗車時間約 10 分） 

【概要】 

伊予
い よ の

国
く に

風土記
ふ ど き

に「速見
は や み

の湯」として記されているが本格的脚光

は江戸時代である。明治に入ると別府湾の築港、日豊
に っ ぽ う

本線
ほ ん せ ん

や別
べ つ

大電車
だ い で ん し ゃ

の開通、又、掘削技術の導入等で泉源数、温泉施設・温

泉宿とも増加した。さらに大正・昭和と温泉施設も充実、次第に市

街地が拡大されて別府八湯の中心となる。 

【アクセス】 
・大分自動車道別府 IC から別府駅方面へ車で約 15 分 
・JR 別府国際観光港から別府駅方面へ車で約 10 分 
・JR 別府駅から駅前通りを徒歩で約 10 分 

【概要】 

江戸時代より、海岸に豊富な温泉が湧出し天然砂湯は亀川
か め か わ

温

泉の名物であった。又、その頃は別府の北の玄関として豊前
ぶ ぜ ん

小倉

への交通の要衝でもあったため旅人の疲れを癒す湯治場
と う じ ば

として

栄えた。現在は、周辺には温泉を活用した病院や療養施設、保

養所を数多く有している。 

【アクセス】 
・大分自動車道別府 IC から亀川方面へ車で約 15 分 
・JR 別府駅から亀川方面へ車で約 10 分 
・別府国際観光港から亀川方面へ車で約 5分 
・JR 別府駅西口/東口→「亀川駅前」下車など（乗車時間約 25 分） 

【概要】 
八湯の中で最も温泉場らしく感じられる鉄

か ん

輪
な わ

温泉はおびただし

い湯煙が立ちのぼり、まさに別府を象徴する景観である。狭い道

の両側には、多くの共同浴場・旅館・土産品店がひしめいている。

さらに鉄輪独自の入湯貸間旅館も健在で、遠来の入湯客が絶え

ない別府の代表温泉地である。 

【アクセス】 
・大分自動車道別府 IC から鉄輪方面へ車で約 10 分 
・JR 別府駅から鉄輪方面へ車で約 15 分 
・別府国際観光港から鉄輪方面へ車で約 10 分 
・JR 別府駅西口→「鉄輪」下車（乗車時間約 20 分） 
・JR 別府駅東口→「鉄輪温泉」下車（乗車時間約 25 分） 

【概要】 

温泉場としては、海抜 150m で別府八
は っ

湯
と う

のうちでも一番見晴ら

しが良い。昭和 6 年の大火後、復興し観光温泉場として急速に発

展。現在では別府を代表する大型リゾートホテルが連立し、レジャ

ーの殿堂となっている。又、地熱の利用も盛んで、照明、暖房等

に活用しているホテルもある。 

【アクセス】 
・大分自動車道別府 IC から観海寺方面へ車で約 10 分 
・JR 別府駅から観海寺方面へ車で約 10 分 
・別府国際観光港から観海寺方面へ車で約 15 分 
・JR 別府駅西口→「スギノイパレス」下車など（乗車時間約 10 分） 

【概要】 

湯治場
と う じ ば

として江戸時代に開かれ、その頃
こ ろ

立石
た て い し

の湯から堀田温

泉と呼ばれるようになった。豊富な温泉に恵まれていた堀田
ほ り た

温泉

は、交通の要衝であったため、長旅の疲れを癒す旅人たちの憩

いの場として栄えた。今でも田んぼや谷あいから盛んに硫
りゅう

気
き

が噴

き出していて、豊富な温泉は市内に給湯されている。 

【アクセス】 
・大分自動車道別府 IC から堀田方面へ車で約 3分 
・JR 別府駅から堀田方面へ車で約 10 分 
・別府国際観光港から堀田方面へ車で約 15 分 
・JR 別府駅西口→「堀田温泉前」下車（乗車時間約 15 分） 

【概要】 

895年に醍醐天皇
だ い ご て ん の う

が、1044年には後
ご

冷泉
れ い ぜ い

天皇
て ん の う

が病気治療のた

めご湯治されたと伝えられている。江戸時代に柴の化石が見つ

かり、「柴
し ば

石
せ き

」と呼ばれるようになった。 

優れた自然景観は近くに森林遊歩道を有し、鉄
か ん

輪
な わ

・明礬
みょ うばん

と共に

国民温泉保養地に指定されている。 

【アクセス】 
・大分自動車道別府 IC から柴石方面へ車で約 15 分 
・JR 別府駅から柴石方面へ車で約 20 分 
・別府国際観光港から柴石方面へ車で約 15 分 
・JR 別府駅東口→「柴石温泉入口」下車（乗車時間約 30 分） 

【概要】 

「湯の花小屋」からは白い噴煙が立ちのぼり訪れる人を楽しま

せてくれる。江戸時代は「明
みょう

ばん」の採取地で質量とも全国一に

なり、採取事業の隆盛とともに湯治場として発展した。今は名産

の「湯の花」とともにザボン湯も有名で湯の香りと甘酸っぱい香り

が鼻孔をくすぐり、肌もつるつるになると大好評。 

【アクセス】 
・大分自動車道別府 IC から明礬方面へ車で約 10 分 
・JR 別府駅から明礬方面へ車で約 20 分 
・別府国際観光港から明礬方面へ車で約 15 分 
・JR 別府駅西口/東口→「明礬」下車（乗車時間約 30 分） 
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